














































































































業である。 1 つの物語文につき 2 、3 週に渡り扱っ
た。学生の国籍はベトナム 3 名、中国 6 名、マレー















































































































































プ 5 については除外した。また、推論タイプ 3 の
可能性もあるものと捉えられた記述も散見された


























































































記 3 の例）。工程 6 における推論タイプ13は、 6 解
答中 5 例であった。工程 6 の解答が未提出の学生














Case structure role assignment）が挙げられる。
　学生自身の記述解答における「対比」の語の意
味に曖昧さがみられたが（ 5 節の論述解答 2 の例）、
テキスト理解の段階における格構造の役割理解
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